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　経営の中に環境への取組を位置付け、経営における課題とチャンスを踏まえた

　環境経営を行い、深刻化する温暖化問題への対応や、有限である資源の

　有効利用を全社員一丸となって積極的・自主的に取り組みを進めます

　その結果、高い価値を有した事業者であると評価され、環境保全意識が浸透する事により

　社会全体としての環境負荷の低減に貢献する事を目指します

１．当社は、次の環境経営課題に取り組みます。

　①　ガソリン・電力の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

　②  廃棄物の減量、再使用、再生利用の推進及び廃棄物処理法に基づく適正処分の徹底

　③  水使用量の削減

　④  業務上必要な調達品（事務用品）のグリーン購入

　⑤  環境に配慮した工事の設計・施工（エコロジー材料提案含む）

　⑥  社会貢献活動による環境意識の向上

　⑦  環境エネルギーに付随した仕事の受注促進

　　これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に

　　見直しを行い、継続的な改善に努めます。

1、環境経営方針

＜基本理念＞

＜行動指針＞

   ２．環境関連法規制や、環境への取り決め事項を遵守します。
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（１） 名称及び代表者名

株式会社ニューテック

代表取締役社長　山中　俊介

（２） 所在地

本　社 兵庫県尼崎市道意町４丁目４６

大阪支店 大阪府大阪市淀川区西宮原1丁目8-33-805号

加古川営業所 兵庫県加古川市金沢町７　

アクアクララ事業部 兵庫県尼崎市大浜町２丁目３０　

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 総務部長　　    佐藤　修一 TEL：06-6418-2415

担当者 経理部係長　　小柳　裕哉 TEL：06-6418-2415

（４） 事業内容

電気工事及び計装工事の設計・施工管理業務

清涼飲料水用のサーバーの設置、撤収、メンテナンス業務

（５） 事業の規模

売上額 （2022年度）

本社 大阪支店 加古川営業所 ｱｸｱｸﾗﾗ事業部 合計

61名 1名 4名 1名 67名

1152.98 25.88 130 421.27 1730.13

（６） 事業年度 　5月～翌年4月

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社ニューテック

関連事業所： 本社　　大阪支店　　加古川営業所　　アクアクララ事業部

対象外： なし

活動： 電気工事及び計装工事の設計・施工管理業務

清涼飲料水用のサーバーの設置、撤収、メンテナンス業務

4,238,447,793円
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従業員　　　　　

延べ床面積　㎡　　

2、【組織の概要】



経理部、総務部 資材部、設計部 営業部 安全品質管理部 工事部 加古川営業所 大阪支店 ｱｸｱｸﾗﾗ事業部

現場代理人

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間を用意

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・外部コミュニケーションの承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理、

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・手順書類の承認

・外部コミュニケーションの確認

・環境経営計画の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営計画の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成・更新

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・部門共通の手順書の原案作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付け、地域事務局への送付）

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

　テスト、訓練の実施、、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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3、【実施体制図及び役割・責任・権限表】

代表者

山中俊介

環境管理
責任者

佐藤修一

EA21
推進委員会

EA21
事務局



B/A

（基準年
度）　　前年

度実績

（目標）
基準年度

対比　　　A

（実績）
評価目標対比

B

（目標）
2022年度比

（目標）
2022年度比

kg-CO2
43,511 42,641 44,389 43,501 43,501

ニューテック 31,882 31,244 33,206 32,542 32,542
アクアクララ 11,629 11,396 11,183 10,959 10,959

×
基準年度比

98% 104% 98% 98%

kg-CO2
166,732 163,397 186,613 182,881 182,881

ニューテック 155,479 152,369 177,937 174,378 174,378
アクアクララ 11,253 11,028 8,676 8,502 8,502

×

基準年度比
98% 114% 98% 98%

kg-CO2
210,243 206,038 231,002 226,382 226,382

×
基準年度比

98% 112% 98% 98%

kg
2,430 2,406 2,387 2,363 2,363

ニューテック 1,943 1,924 1,914 1,895 1,895
アクアクララ 487 482 473 468 468

○

基準年度比
99% 99% 99% 99%

m3
98 97 83 82 82

○
基準年度比

99% 85% 99% 99%

㎥
466 461 513 508 508

ニューテック 243 241 251 248 248
アクアクララ 223 221 262 259 259

×

基準年度比
99% 111% 99% 99%

千円
151,015 90,609 397,777 238,666 238,666

○
基準年度比

60% 439% 60% 60%

〇達成　×未達成
※関西電力　CO2排出係数（2020年度・調整）　：　0.352kg-CO2/kWh　として計算。　

※化学物質の使用はありません。　

電力の二酸化炭素
排出量削減　合算

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

4、【環境経営目標及びその実績】

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

ガソリンの二酸化炭素排出
量削減　合算

節水　合算

太陽光・LED関係工事受
注

産業廃棄物の削減　NT
のみ

上記二酸化炭素排出量合計

一般廃棄物の削減　合
算
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実績 実績 前年対比 実績 前年対比

kg-CO2
46,128 43,511 94.3% 44,389 102.0%

ニューテック 31,515 31,882 101.2% 33,206 104.2%
アクアクララ 14,613 11,629 79.6% 11,183 96.2%

kg-CO2
153,264 166,732 108.8% 186,613 111.9%

ニューテック 139,729 155,479 111.3% 177,937 114.4%
アクアクララ 13,535 11,253 83.1% 8,676 77.1%

基準年度比

kg-CO2
199,392 210,243 105.4% 231,002 109.9%

基準年度比

kg
2,496 2,430 97.4% 2,387 98.2%

ニューテック 1,969 1,943 98.7% 1,914 98.5%
アクアクララ 527 487 92.4% 473 97.1%

基準年度比

m3
93 98 105.7% 83 84.4%

基準年度比

㎥
662 466 70.4% 513 110.1%

ニューテック 246 243 98.8% 251 103.3%
アクアクララ 416 223 53.6% 262 117.5%

基準年度比

千円
284,805 151,015 53.0% 397,777 263.4%

基準年度比
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4、【環境経営目標及びその実績】　実績3年比較表　（参照）

電力の二酸化炭素
排出量削減　合算

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年度

ガソリンの二酸化炭素排出
量削減　合算

上記二酸化炭素排出量合計

一般廃棄物の削減　合
算

産業廃棄物の削減　NT
のみ

2021年度 2022年度

（太陽光・LED関係工事受
注額）

節水　合算

環境配慮資材購入　NTの
み



5、【環境経営計画の取り組みと評価、次年度の取組み】

◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

◎

○

○

○

〇

○

○

○

○

◎

○

○

△

◎

取り組み計画 評　価（結果と今後の方向）

分別の徹底 本社地区では、前期に引き続きコピー用紙使用量削減を目指した取組を実
施した。主に複数ページ印刷時は両面印刷、資料確認用の印刷は１ページ
に集約両面印刷を実施した。また、ペーパーレス化のため、社内共有NAS
サーバーを整理したことにより、データの保管はサーバーで保管が定着化し
目標を達成することができた。アクア事業についても本社地区同様の施策が
定着化し廃棄物の削減が目標値をクリアーした。
今後も更なる削減を目指した活動を実施します。

廃棄物の圧縮を行い減量に努めている

リモートを活用してコピー用紙の使用量軽減

産業廃棄物の削減

◎

〇

○

省エネ機器の設置を提案、推進している
バイオマス発電の完工が予定より早くなり、集計期間内に計上できた事もあ
り、年間を通しては目標達成する事ができた。今後も環境問題に寄与できるで
きるように顧客に提案して参ります。

一般廃棄物の削減

電力使用による二酸化炭素排出量の削減

執務室の照明は使用時のみ点灯する コロナウイルスが一段落したとの報道があったが、本社地区は、社員および社
員の家族のコロナウイルスの罹患者が複数人発生した。これ以上の罹患者が
発生すると業務に支障を来たすことから、窓の開放及び除菌装置（6台）の稼
働およびエアコンをフル稼働させた影響で消費電力がアップした。アクア事業
については、顧客メンテナンス量減の影響受け操業がダウンした事により、通
期を通し数値的には目標を達成した形になる。
電気使用量を減少させるため、室内の換気を優先方針として位置付けする
が、こまめな消灯を励行し節電したい。また、個々人が環境に対する意識を増
加するように啓発活動を力強く推進し、節電に対する自主性を養いたい。

ＯＡ機器は省電力に設定

夜間、休日等の待機電力の低減

使用しない部屋の空調を停止

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞを推奨

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

社用車に選定ついて低燃費車のハイブリッド車 更新時期を迎えた社用車については、全て低燃費のハイブリット車を選定し
更新を実施した。会社として今後もCO2排出抑制を見据え低燃費のハイブリッ
ド車および軽自動車を選択して購入する方針に変更はない。電気事業は、近
場の現場がなく約70㎞程度を車通勤しており、また、遠方現場は、CO2排出
抑制のためウイクリーマンション等を借上げ宿舎として利用しているが、１個所
であれば乗り合いで通勤できたが、１か所で借上げする事ができず、各人で
車通勤を余儀なくされ、ガソリンの消費量が増加した(原因もはっきりしており
是正処置はしない)。今後も環境対策として公共交通機関の利用を推奨しま
す。アクア事業については、顧客メンテナンス量減の影響受けガソリン使用量
は対目標減となった。
今後も二酸化炭素排出量の削減を目指した施策を検討、実施を推進したい。

等への切換に取組んでいる

移動距離の長い現場では、走行距離を短縮

するため、宿舎賃貸を推奨

車両メンテナンスの強化

営業戦略

グリーン購入扱い以外の購入が多かったが、引き続き意識した購入の推奨を行う

兵庫県電業協会としての取組で今後も継続予定（年1回）

資材購入量の適正管理による廃棄材等の削減 前期に実施した倉庫内の整理整頓および資材の適正購入による在庫管理が
でき、目標を達成することができた。期初には、資材メーカーの部品の在庫減
による納入遅れが発生していたが、現在、発注しても納入までの時間ロスはあ
るが、入荷するようになってきたので、適正在庫管理を継続していきます。

廃棄物の適正な分別・処分　最終処分会社の確認等

節水

トイレ用水の節水に取り組んでいる 本社では　社員および社員の家族のコロナウイルスの罹患者が複数人発生し
たことにより、会社として罹患者を増やさないように手洗い・うがいをするように
指導した。アクア事業は、パネル洗浄枚数が増加し水道水使用量が増加し両
事業とも目標未達に終わったが、今後も個々人が環境問題を意識し節水しま
す。(原因もはっきりしており是正処置はしない)水道使用時は日常的に節水に取り組んでいる

使用済みコピー用紙の再利用やトナーのリサイクル徹底

◎
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グリーン購入（参考）

社会貢献

事業活動での環境配慮

ＬＥＤ等の省エネ対象工事を中心とした

交通安全対策として特に高齢者の方にはサポートカーの購入を進めて行く



6、【環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無】

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

遵守状況

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

　　　尚、違反、訴訟等も過去３年間ありません。また地域住民からのクレームもありませんでした。

　地球温暖化問題は、異常気象が身近に感じられるようになり、温室効果ガス排出量増加による気候変動は、世界に深刻

な被害を与え全人類にとって喫緊の共通課題であり脱炭素社会の実現にむけて当社も継続的に取組んでいる。

環境負荷に大きく係わる電力は、日本のCO2排出量の約4割をしめているといわれることから、節電に重点をおき、また、

化石燃料であるガソリン使用量低減を目指した活動を実施して参りましたが、一昨年より続いているコロナウイルス感染拡大

に大きく影響した１年であった。

電気使用量について、エアコン使用による消費量が大きなウエートを占めており、今期もクールビズ・ウォームビズを積極的

に推奨はしたが、社員および家族のコロナウイルス感染者が増加したため、感染拡大の防止策として執務室の空気の入れ

替えのため各所の窓を常時開放したため、電気使用量増となり残念ながら電気事業は目標は達成できなかった。

アクア事業部は、操業がダウンした事により、通期を通し数値的には目標を達成した形になった。

ガソリン使用量低減については、請負っている工事現場は他県が多くウイクリーマンションを借り上げて対処したが、１個所

の借上げだと乗り合い可能であったが、１か所の借上げができず、各人で通勤を余儀なくされた。また、通勤可能な場所でも

京都や加西市等の遠方が多くガソリン使用量が増え、目標未達の結果になった。

当社の本業である電気工事においては、地球環境に配慮した照明器具のLED化、太陽光発電、地熱発電を積極的に提案

をしていますが要員のキャパシティーから請けきれない事を想定し若手社員を採用し育成中である。

　社員一人ひとりがカーボンニュートラルについての理解を深め、CO2削減に取り組むことで次世代が必要とするものを損なう

ことなく、今を生きてる世代の者が責任を持って推進することが使命だと感じています。また、長期的な観点で言えば、環境に

配慮することで「企業の強み・価値」の向上に繋がると考えています。

将来ある次世代の人達にバトンタッチできるように責任を持って活動して参ります。

環境経営方針・環境経営目標・環境経営計画・環境経営実地体制に対する　変更は必要なし

代表取締役　山中俊介

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

解体・改修工事に伴う特定建築材料（石綿等）の除去作業は適切に行う業者へ委
託  　　　　　　　   自動車排ガス規制

廃棄物の発生抑制　・適正処理　・ 再生利用と減量化推進
マニフェスト交付・保管・報告義務、保管基準の遵守

事業用車両の適正な整備、点検の実施

対象機器（第一種特定製品）のエアコン類の点検、管理記録（廃棄した機器の記録
も3年間保存）

リサイクル及びリユースを適切に行う事業者への委託

7

　　※環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
          関係当局より違反等の指摘はありませんでした｡

7、【2017年版ガイドラインに沿った代表者による全体の評価と見直し】　　2023年7月26日

道路運送車両法

フロン排出抑制法

家電リサイクル法

「遵守評価実施日：2023年3月30日」

適用される法規制

大気汚染防止法

廃棄物処理法


